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発行にあたって

このたび『長崎県対馬歴史研究センター所報 NO.４』を発刊する運びとなりました。

対馬歴史研究センターは、対馬の貴重な資料を次世代に継承していくために、修理事業等を

行いながら資料を適正に保存管理するとともに、調査研究を推進し、資料の価値をさらに顕在

化させることを目指して、令和２年４月に開所した機関であります。

当センターが所蔵する「宗家文庫史料」は、対馬藩宗家伝来の総数約８万点におよぶ資料群

で、現存する大名家文書の中でも国内最大規模を誇ります。対馬藩が朝鮮国との外交・貿易に

従事していたことから、江戸時代の朝鮮関係史を知るうえで欠かすことのできない資料と評価

されており、「宗家文庫史料」のうち、51,946点が国の重要文化財に指定されています。

この所報は、当センターの１年間の活動をまとめたものであり、多くの方に理解していただ

けるよう発刊いたしました。

この１年を振り返ってみると、ここ数年、新型コロナウイルスの感染拡大により、各種イベ

ントの中止、延期、規模の縮小や人々の行動自粛等、日常生活に大きな影響を受けてきました

が、令和５年５月に新型コロナウイルスの感染症が、２類から５類に引き下げられたことによ

り、対馬においても、４年ぶりに「朝鮮通信使」の行列を再現したパレードが開催されるな

ど、これまで自粛されてきた多くのイベント等が再開され、島内に賑わいが戻ってきたことを

実感しているところです。

そのような中、令和５年９月から10月にかけて、対馬博物館と共催で「対馬の古文書展」を

開催いたしました。島内の旧家には、数百年もの間、大切に受け継がれてきた古文書が数多く

存在しており、この企画展では、国の重要文化財指定品をはじめとする、島内の貴重な中世の

古文書を多数展示し、多くの方々に、ご来場いただきました。

今回の所報には、本センター職員による「対馬の古文書展」の概要報告に加え、米谷均氏、

丸山大輝氏から御寄稿いただいた史料紹介や保存修復の状況等についても掲載しておりますの

で、多くの皆様にお読みいただければ幸いに存じます。

最後になりましたが、当センターの活動に御理解、御協力いただいている皆様にお礼を申し

上げますとともに、今後とも当センターの様々な活動について、御指導、御支援をいただきま

すようお願いいたします。

長崎県対馬歴史研究センター

所長 浦野 健二

厳原町豆酘の有志が育てた赤米の前にて(令和５年９月撮影)
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長崎県

対馬歴史研究センター

地元対馬の宝であり、国の

重要文化財でもある「対馬宗

家関係資料」を中心とした貴

重な歴史資料を適正に保存管

理し、人類共有の遺産として

次世代に継承するとともに、

調査研究を推進することで、

資料の価値をさらに顕在化さ

せ、人々に正確な歴史的事実

を伝えていく。

「対馬宗家関係資料」など、対馬に関する歴史資料の調

査研究を推進し、新たな歴史的事実の把握に努める。

国内外の研究機関及び研究者と学術ネット

ワークを構築し、国内外の研究者が集う研究

調査の交流拠点を目指す。

収蔵資料及び研究成果のデータベース化、デジタル画像の公開な

ど、ホームページ等を活用した国内外への情報公開を促進する。

「対馬宗家関係資料」など貴重な歴史資料

を安全かつ安定的に保存管理するとともに、

修理等を実施し、次世代へ継承していく。

令和５年度 職員名簿

所長 浦野健二

課長 大浦隆司

係長 山口華代

事務 秋永千代子

事務 若松香織

事務補助(6～2月) 永留史彦

事務補助(7～3月) 磯貝希美

史料調査補助員 小島利恵子

史料調査補助員 権藤安子

史料調査補助員 浦田良美

事務補助(4～5月) 山下恭子
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のあゆみ対馬歴史研究センター
長崎県

1977S52

2019R1

2020R2

2022R4

2023R5

対馬歴史民俗資料館設置

博物館ゾーン建設工事完了

対馬歴史民俗資料館閉館

対馬歴史研究センター開設

4月

7月

12月

7月

9月

対馬博物館開館記念シンポジウム開催

企画展「修理のあゆみ～対馬宗家文書修理30年の歴史～」開催

科学研究費シンポジウム

「広がる！対馬歴史研究-対馬藩から見る江戸時代の日本-」開催

夏休みワークショップ

「くずし字キーホルダーをつくろう」開催

平常展特集「対馬の古文書展」開催
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✓

✓

✓

✓

✓

長崎県対馬歴史研究センター(以下「当センター」)所蔵の資料を、資料閲覧室で閲覧できます。

下記事項にご留意の上、ご利用ください。

午前９時30分から午後４時30分まで

土日・祝祭日および年末年始(12月29日から１月３日まで)

ただし、業務の都合により閉室する場合があります。

詳しくは、研究センターのホームページ(https://tsushima-hrc.jp/)の資料閲覧予約シス

テムにてご確認ください。

１日あたり最大２組

無料(撮影含む)

閲覧を希望される方(以下「閲覧者」)は、閲覧希望日の10日前までに資料閲覧予約シ

ステムにてご予約ください。予約は閲覧希望日の３ヶ月前から可能です。(先着順)

なお、インターネット予約ができない場合は、当センターに直接電話でお申込みくだ

さい。(℡:0920-52-3687)

閲覧希望日の10日前までに、当センターから予約確定メールをお送りします。な

お、資料の状態によっては、閲覧をお断りすることがあります。

やむを得ない理由によりキャンセルされる場合は、当センターに電話でご連絡をお願

いします。

なお、無断キャンセル及びやむを得ない理由以外のキャンセルについては、次回から

の利用をお断りすることがあります。

来所当日は、予約確定メールをプリントアウト、あるいはメール画面表示にて、当

センター(対馬博物館2階)までお越しください。

なお、対馬博物館の閉館日は玄関が閉まっているため、職員通用口から入退室いた

だきます。

利用予約カレンダー

はこちらから
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✓

✓

✓

✓

利用日数は、最長連続する３日間とし、閲覧できる資料数は、１日あたり最大20点としま

す。ただし、所長が特に認める場合は、この限りではありません。

なお、二次資料(資料写真を印刷したもの)がある場合は、二次資料での閲覧をお願いしま

す。(二次資料の閲覧数は、閲覧資料の点数には含めません。)

閲覧者は下記のことを遵守してください。従わない場合は利用を停止することがあります。

感染症に感染または体調が悪い場合(37.5度以上の発熱がある、咳やのどの痛み等が

ある等)は来所しないこと。

駐車は対馬博物館駐車場を利用すること。

利用者は、防犯カメラへの記録及び対馬博物館に利用日時、所属情報を提供すること

について、了承したうえで来所すること。

入室時の検温、マスクの着用、手指の消毒など感染症対策に協力すること。

許可されたエリア以外には立ち入らないこと。また、資料閲覧室を離れる場合は当セ

ンター職員に連絡すること。

飲食(アメ等も含む)及び喫煙は行わないこと。

閲覧室には、カメラ、筆記用具、ノート、定規、パソコン、その他当センターが持ち

込みを認めた物以外は持ち込まないこと。

閲覧は手を洗った後所定の場所で行い、閲覧後は資料を元の場所に返却すること。

シャープペンシルやインクの出るボールペン等は使用しないこと。メモなどをとる際

は、鉛筆を使用すること。

撮影は撮影台でカメラを固定して行うこと。

当センター職員の指示に従うこと。

資料は丁寧にお取り扱いください。万一資料や設置備品等を汚損・破損又は紛失した場合

は、現品又は相当の対価をもって弁償していただくことがあります。

当センターでは、コピー(複写)サービスは行っておりません。撮影された資料や研究セン

ターが提供した資料画像を、書籍・論文・新聞・雑誌・テレビ、インターネット公開(ホー

ムページやSNS等)等で使用される場合は、別途申請が必要となります。なお、申請の様式

は、当センターのホームページに掲載しています。
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研究入館者

資料貸出

令和５年度は、のべ74名を受け入れました。

寄託・寄贈・購入

名護屋城博物館開館30周年記念特別企画展

「新時代へのかけはし―文禄・慶長の役から国交回復へ―」

佐賀県立名護屋城博物館

会期：令和５年９月23日(土)～11月５日(日)

貸出期間：令和５年９月14日(木)～11月30日(木)

資料名 管理番号 指定

信時老為果毅校尉龍驤衛司直告身 小野家文書135 県指定有形文化財

資料調査

レファレンス

展示の様子（写真提供：名護屋城博物館）

令和５年度はなし

令和５年度はなし

当センター所蔵の資料や対馬の歴史に関するお問い合わせにお答えしています。令和５年
度は、27件のお問い合わせに対応いたしました。
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資料名 管理番号・所有者等
展示
期間 指定

鴛鴦雄 絵図類(その他)Ak-3-4 2 ◎

鮰魚 絵図類(その他)Ak-3-8 2 ◎

下書対州産物絵図一冊 絵図類(その他)Ak-2 2 ◎

薬材質正紀事 二 記録類Ⅲ-37朝鮮関係-B-2 2 ◎

御牧馬并ニ御預ヶ馬帳 記録類Ⅰ-2御郡奉行O-2 4 ◎

御牧馬員数 記録類Ⅲ-19防備-C-8 3 ◎

上牧下牧絵図 絵図類(絵図類)Ah-3 3 ◎

御牧所絵図 絵図類(絵図類)Ah-4 4 ◎

轡 金工121-6 3・4

馬沓 金工121-7-1、2 3・4 ◎

梅花皮写象牙鞍 個人蔵(県寄託) 3・4

馬具(革帯) 漆工102-12 3 ◎

馬具(革帯) 漆工102-13 4 ◎

馬具(腹帯) 漆工102-14 3・4 ◎

波に応龍文障泥 対馬市寄贈1 3・4 ◎

宗義和図書 印章類76-1 5 ◎

「義達花押」印 印章類69-1-1～3 5 ◎

「義和花押」印 印章類77-11-1 5 ◎

宗義和領知宛行状 久和家文書(寄贈) 5

宗義達領知宛行状 久和家文書(寄贈) 5

金石御城御櫓御門再建附御広間御普請記録 記録類Ⅱ-18勘定方関係F-2 6 ◎

御城・御屋鋪 弐番四段 記録類Ⅲ-6屋敷・普請-1 6 ◎

御城之御櫓門焼失御再建記録 記録類Ⅲ-6屋敷・普請-11 6 ◎

賀島兵介肖像 個人蔵(県寄託) 7

田代領絵図 絵図類(絵図類)B-1 7 ◎

対馬国 肥前国 筑前国 下野国 府中領郷村高帳写 記録類Ⅰ-3田代関係B-35 7 ◎

基肄養父与筑後之境目ニ有之大川之儀於江戸表川中境ニ相極候次第記録全 記録類Ⅰ-3田代関係D-45 7 ◎

対馬府中図屏風 レプリカ 8

展示実績
対馬博物館の平常展示室での展示実績は次のとおりです。

凡例

第1期令和5年3月24日～5月17日 第5期令和5年9月22日～11月15日 ◎…国指定文化財

第2期令和5年5月19日～7月12日 第6期令和5年11月17日～令和6年1月4日 ●…県指定文化財

第3期令和5年7月14日～8月16日 第7期令和6年1月4日～2月22日 〇…市指定文化財

第4期令和5年8月18日～9月20日 第8期令和6年2月22日～3月31日(翌年度に続く) (空欄は未指定)

対馬博物館平常展示の様子
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方
走
り
番 

 
 

 

御
代
官
方
走
り
番 

   
 

御
関
所 

御
横
目
頭 

壱
人 

 

弐
百
五
十
石
以
下
御
馬
廻
ゟ
被
召
仕
、 

大
小
姓
御
横
目 

壱
人 

 

大
小
姓
勤
、 

御
横
目 

拾
人 

 

御
徒
士
勤
、
／ 

御
目
付 

壱
人 

御
徒
士
目
付 

弐
人 

 
 

組
横
目 

 
 

下
目
付 
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浜
崎 

 

御
勘
定
手
代 

壱
人 

 
 

勤
番
者
無
御
座
、
於
彼
地
紙
漉
之
主
法
ニ
付 

被
召
仕
、
御
年
貢
収
納
取
立
を
も
被 

仰
付
、 

 
 

 

御
勘
定
所
下
代 

 
 

 

紙
漉
方
使
番 

 
 

 

御
役
場
守
／ 

 
 

大
庄
屋 

 
 

小
庄
屋 

   
 

勝
本 

 

御
茶
屋
番 

 
 

大
小
姓
ゟ
被
召
仕
、 

 

用
聞 

 
 

地
下
町
人
江
被 

仰
付
、 

   
 

朝
鮮 

 

館
守 

壱
人 

 
 

弐
百
六
十
石
以
上
表
番
頭
又
者
持
役
之
人
ゟ
も 

被
召
仕
、 

 

裁
判 

 
 

両
国
御
通
交
ニ
関
り
不
時
重
立
候
御
用
向
、 

御
懸
合
之
為
御
用
人
以
上
之
番
頭
諸
役
ゟ
／ 

被
召
仕
候
事
、
尤
年
限
裁
判
と
申
者
公
作
米 

五
ヶ
年
之
御
約
定
ニ
付
、
六
ヶ
年
毎
ニ
年
継
之
儀 

御
懸
合
被
成
候
事
、 

 

一
代
官 

壱
人 

 
 

御
勘
定
奉
行
・
朝
鮮
方
頭
役
・
添
勘
定
・ 

朝
鮮
方
添
役
ゟ
被
召
仕
、 

 

薬
種
方 

壱
人 

 
 

御
勘
定
手
代
ゟ
被
召
仕
、 

 

二
代
官 

 
 

右
同
断
、 

 
表
御
目
付 

壱
人 

 
 

御
代
官
方
へ
被
相
附
、 

 

浜
方
御
目
付 
壱
人 
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破
損
掛 

 
 

 
山
方
役 

 
 

 

玄
関
番 

 
 

 

目
付
役 

 
 

 

買
物
番 

 
 

 

御
門
番 

 
 

 

使
番 

 
 

 

小
人 

 
 

 

穀
物
改
役 

 
 

 

大
廻
船
差
引
役 

 
 

 

大
庄
屋 

 
 

 

小
庄
屋 

 
 

 

両
町
役 

 
 

 

竿
取
役
／ 

 
 

 

船
裁
判
役 

   
 

博
多 

 

博
多
役 

 
 

御
倹
約
ニ
付
被
相
省
、
地
下
之
御
扶
持
人
江
御
屋
敷
守 

申
付
、 

   
 

長
崎 

 

聞
役 

壱
人 

 
 

弐
百
五
十
石
以
下
御
馬
廻
ゟ
被
召
仕
、 

御
勘
定
手
代 

 
 

勤
番
者
無
御
座
、
当
時
就
御
用
被
召
仕
置
、 

御
用
達 

御
家
代 

 
 

地
下
町
人
芝
山
卯
吉
江
被 

仰
付
、
／ 

 
 

 

御
除
物
役 

 
 

 

書
手 

 
 

 

御
門
番 

 
 

 

足
軽 

 
 

 

使
番 

  
兼 
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使
番 

 

御
用
達 

 
 

地
下
町
人
春
日
亀
弥
太
郎
代
々
被 

仰
付
、 

 

御
家
代 

 
 

地
下
町
人
深
江
屋
忠
右
衛
門
代
々
被 

仰
付
、 

彰
順
院
様
御
附
役
々 

 

御
傅
役 

壱
人 

 
 

御
馬
廻
勤
、
／ 

 

御
附
医 

壱
人 

 
 

御
馬
廻
・
大
小
姓
医
之
内
ゟ
被
召
仕
、 

 

附
御
目
付 

 
 

大
小
姓
勤
、 

 

日
記
役 

壱
人 

 
 

御
徒
士
勤
、 

 

御
供
徒
士 

壱
人 

 
 

御
徒
士
勤
、 

 
 

 

御
料
理
人 

 
 

 

下
目
付 

 
 

 

御
草
履
取 

 
 

 

板
本 

 
 

 

下
モ
男
／ 

   
 

田
代 

 

田
代
役 

壱
人 

 
 

弐
百
六
十
石
以
上
御
馬
廻
ゟ
被
召
仕
、
又
御
役
柄
ニ 

よ
り
小
身
ゟ
被
召
仕
候
儀
も
御
座
候
、 

 

同
佐
役 

 
 

表
大
小
姓
又
者
持
役
有
之
人
も
被
召
仕
、
御
用
便 

之
品
ニ
依
勤
役
御
馬
廻
ニ
而
被
召
仕
候
節
者 

表
役
と
被 

仰
付
、 

 

賄
役 

壱
人 

 
 

御
勘
定
手
代
ゟ
被
召
仕
、 

 
 

 

手
代
役 

 
 

 
 

地
下
御
扶
持
人
ゟ
申
付
、
以
下
同
断
、 

 
 

 

請
払
留
役 

 
 

 
用
銀
掛 

 
 

 

佑
筆
役
／ 
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江
戸
詰
組
中
／ 

 
 

 
御
弓
之
者 

 
 

 

御
持
筒
之
者 

 
 

 

御
鉄
砲
之
者 

 
 

 

御
簱
之
者 

 
 

 

足
軽 

 
 

 

下
目
付 

 
 

 

御
道
具
之
者 

 
 

 

御
草
履
取 

 
 

 

御
厩
之
者 

 
 

 

飼
口
之
者 

 
 

 

御
駕
籠
之
者
／ 

   
 

大
坂 

 

御
留
守
居 

壱
人 

御
勘
定
奉
行
ゟ
兼
勤
被 

仰
付
、
添
勘
定
ゟ 

被
召
仕
候
節
者
在
勤
中
御
馬
廻
格
御
勘
定 

奉
行
被 

仰
付
、 

 

御
勘
定
手
代 

弐
人 

 
 

御
主
法
方
為
勤
番
被
召
仕
、 

 

役
方
手
代 

 
 

住
宅
御
徒
士
ゟ
相
勤
、 

 

川
御
座
船
頭 

 

書
手
兼 

 
 

住
宅
御
扶
持
人
田
中
左
源
治
代
々
相
勤
、 

 
 

 

御
門
番 

 
 

 

使
番 

 
 

御
家
代 

 
 

 

地
下
町
人
船
越
新
七
代
々
被 

仰
付
、
／ 

   
 

京
都 

 

御
留
守
居 

壱
人 

 
 

御
倹
約
ニ
付
被
相
省
、 

 
御
用
場 

 
 

住
宅
御
徒
士
ゟ
相
勤
、 

 
 

 

御
門
番 
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部
屋
頭 

 
 

 
大
部
屋
夫 

 

御
中
屋
敷
番 

 
 

御
馬
廻
勤
、 

 

御
下
屋
敷
番 

 
 

大
小
姓
勤
、 

 

御
寄
附 

 
 

御
供
頭
・
御
使
者
番
・
表
御
小
姓
・
御
使
徒
士
ゟ 

御
番
相
務
、 

 

表
御
門
／ 

 
 

御
持
筒
・
御
鉄
砲
・
御
簱
之
三
組
ゟ
御
番
相
務
、 

 

御
通
用
御
門 

 
 

御
徒
士
目
付
幷
下
目
付
御
道
具
之
者
ゟ 

御
番
相
勤
、 

 

御
中
屋
敷
表
御
門 

 

同
御
通
用
御
門 

 
 

御
徒
士
目
付
幷
下
目
付
住
宅
足
軽
ゟ
御
番
相
務
、 

 

御
下
屋
敷
御
通
用
御
門 

 
 

住
宅
足
軽
ゟ
御
番
相
務
、 

 

御
前
様 

 

若
御
前
様 

 

御
傅
役 

 
 

御
馬
廻
勤
、
／ 

 

御
附
医 

 
 

御
馬
廻
・
大
小
姓
医
之
内
ゟ
被
召
仕
、 

 

御
目
付 

 
 

大
小
姓
勤
、 

 

御
広
式
勤 

 
 

大
小
姓
勤
、 

 

日
記
役 

 
 

御
徒
士
勤
、 

 
 

 

御
料
理
人 

 
 

 

中
之
口
番 

 
 

 

御
錠
口
番 

 
 

 

板
本 

 
 

 
下
モ
男 

 
 

 

御
門
番 御

附
役
々 
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日
帳
付 

御
届
方 

 

与
頭
手
代 

 
 

但
、
御
在
国
中
者
勤
番
無
御
座
候
、
／ 

 

同
書
手 

 

大
目
付
書
手 

御
勘
定
奉
行
所 

 

御
勘
定
手
代 

 
 

 

書
手 

 
 

 

買
物
番 

 
 

 

下
代 

郡
方 

 

手
代 

 
 

御
徒
士
勤 

 
 

 

書
手 

御
留
守
居
方 

 

御
留
守
居
方
勤
、 

 
 

住
宅
御
徒
士
ゟ
被 

仰
付
、
／ 

 
 

 

辻
組
小
頭 

 
 

 

辻
組
足
軽 

御
馬
方 

 

乗
り
方 

 
 

 

下
厩 

茶
道
方 

 

表
茶
道 

 

同
坊
主 

賄
方 

 

賄
掛 

 
 

御
徒
士
勤
、 

 
 

 

書
手 

 
 

 

下
代 

 
 

 

下
モ
男
／ 

 
 

 

使
番 

作
事
方 

 

作
事
掛 

 
 

御
徒
士
勤
、 

 
 

 
大
工
小
頭 

 
 

 

夫
小
頭 
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史
料
翻
刻1 

 

「
府
内
・
田
舎
・
旅
役
之
所
々
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」 

（
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
寄
託
内
野
・
津
江
家
関
係
資
料
） 

 

旅
役
之
事 

 
 

江
戸 

 

御
家
老 

 

与
頭 

 
 

但
、
勤
番
之
大
目
付
ゟ
兼
勤
被 

仰
付
、 

 

大
目
付 

 

表
御
用
人
／ 

 

御
留
守
居 

 

御
勘
定
奉
行 

 
 

但
、
添
勘
定
ゟ
も
勤
番
被 

仰
付
、 

 

筆
頭 

 
 

但
、
勤
番
者
無
御
座
、
当
時
就
御
用
被
召
仕
置
、 

 

御
供
頭 

 
 

御
馬
廻
勤
、 

 
 

御
在
国
中
者
勤
番
無
御
座
候
、 

 

御
使
者
番 

 
 

御
馬
廻
勤
、 

 

表
御
小
姓 

 
 

大
小
姓
勤
、
御
馬
廻
ゟ
も
被
召
仕
、 

 

新
渡
物
掛 

 
 

大
小
姓
勤
、 

 

茶
道
掛 

 
 

表
御
小
姓
之
内
ゟ
兼
勤
被 

仰
付
、
／ 

 

御
供
目
付 

 
 

御
徒
士
勤
、 

 
 

御
在
国
中
者
勤
番
無
御
座
候
、 

 

御
供
徒
士 

 
 

右
同
断
、 

 

御
使
徒
士 

 
 

御
徒
士
勤
、 

 
表
書
札
方 

 

案
書
役 

 

御
佑
筆 
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1
3 

前
掲
「
寛
政
改
革
期
の
幕
府
・
対
馬
藩
関
係
」、
酒
井
雅
代
「
日
朝
関
係
と
対

馬
藩
」（
村
和
明
・
吉
村
雅
美
編
『
伝
統
と
改
革
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

二
三
年
）。 

1
4 

高
野
信
治
「
扶
持
人
と
村
役
・
町
役
」（
同
『
近
世
領
主
支
配
と
地
域
社
会
』

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
は
二
〇
〇
七
年
）。 

1
5 

前
掲
「
扶
持
人
と
村
役
・
町
役
」。 

1
6 

「
両
町
」
と
は
田
代
領
内
に
存
在
し
た
田
代
町
と
瓜
生
野
町
の
こ
と
を
指
す
。 

1
7 

高
野
信
治
「
社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭
」（
前
掲
『
近
世
領
主
支
配
と

地
域
社
会
』）。 

1
8 

尾
道
博
「
博
多
に
お
け
る
対
馬
藩
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
」（
同
『
近
世
日
朝
流
通

史
の
研
究
』
五
絃
舎
、
二
〇
一
三
年
）、
守
友
隆
「
幕
末
期
博
多
の
対
馬
藩
蔵
屋

敷
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
福
岡
地
方
史
研
究
』
五
三
、
二
〇
一
五
年
）。 

1
9 

前
掲
「
幕
末
期
博
多
の
対
馬
藩
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。 

2
0 

以
下
、
岡
本
健
一
郎
「
対
馬
藩
に
お
け
る
長
崎
屋
敷
移
転
と
御
用
商
人
」（『
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
』
六
、
二
〇
一
二
年
）。 

2
1 

浜
玉
町
史
編
集
委
員
会
編
『
浜
玉
町
史 

上
巻
』（
佐
賀
県
浜
玉
町
教
育
委
員

会
、
一
九
八
九
年
）。 

2
2 

前
掲
『
浜
玉
町
史 

上
巻
』、
鳥
栖
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
佐
藤
恒
右
衛
門
日

記
』（
鳥
栖
市
、
二
〇
〇
三
年
）、
鳥
栖
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
佐
藤
恒
右
衛
門

毎
日
記 

続
』（
鳥
栖
市
、
二
〇
〇
四
年
）。 

2
3 

前
掲
『
浜
玉
町
史 

上
巻
』。 

2
4 

以
下
、
倭
館
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』、

 

田
代
和
生
『
新
・
倭
館
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
。 

2
5 

長
正
統
「
日
鮮
関
係
に
お
け
る
記
録
の
時
代
」（『
東
洋
学
報
』
五
〇
、
一
九
六

八
年
）。
長
氏
に
よ
る
と
、
裁
判
に
は
使
命
に
よ
っ
て
、
①
信
使
迎
送
裁
判
、
②

訳
官
迎
送
裁
判
、
③
公
作
米
年
限
裁
判
、
④
幹
事
裁
判
、
の
四
種
類
が
あ
っ
た
。 

2
6 

前
掲
「
天
保
期
に
お
け
る
対
馬
藩
府
中
の
役
所
と
役
職
」。 

2
7 

古
川
祐
貴
「（
作
品
解
説
）
佐
須
奈
浦
図
」（
九
州
国
立
博
物
館
・
長
崎
県
立
対

馬
歴
史
民
俗
資
料
館
編
刊
『
日
朝
交
流
の
軌
跡
』
二
〇
一
二
年
）。 

2
8 

岡
本
健
一
郎
「
対
馬
藩
の
往
来
船
管
理
と
各
浦
の
役
割
」（『
九
州
史
学
』
一
三

〇
、
二
〇
〇
二
年
）。 

2
9 

森
山
恒
雄
「
対
馬
藩
」（
長
崎
県
史
編
集
委
員
会
編
『
長
崎
県
史 

藩
政
編
』

吉
川
弘
文
館
、一
九
七
三
年
）、前
掲「
対
馬
藩
の
往
来
船
管
理
と
各
浦
の
役
割
」。 

3
0 

前
掲
「
天
保
期
対
馬
藩
に
お
け
る
八
郷
の
役
職
」。 

3
1 

前
掲
「
対
馬
藩
の
往
来
船
管
理
と
各
浦
の
役
割
」。 

3
2 

前
掲
「
天
保
期
対
馬
藩
に
お
け
る
八
郷
の
役
職
」。 

3
3 

前
掲
「
天
保
期
対
馬
藩
に
お
け
る
八
郷
の
役
職
」。 

3
4 

前
掲
「
扶
持
人
と
村
役
・
町
役
」。 

3
5 

「
家
業
人 

一
番
」（
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
対
馬
宗
家
文
庫

史
料
Ⅲ-

18-

D

⑧-

2

）
ほ
か
。
な
お
、
同
史
料
に
は
家
業
人
と
し
て
、
医

師
・
外
科
・
儒
者
・
御
祐
筆
・
日
帳
付
・
能
方
・
鑓
術
・
弓
術
・
砲
術
・
馬
医
・

乗
方
・
鷹
師
・
絵
師
・
細
工
人
・
研
師
・
御
船
附
・
据
物
師
が
記
さ
れ
る
。 

 

（
ま
る
や
ま
・
ひ
ろ
き 

熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
学
芸
員
） 
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し
た
対
馬
藩
の
出
先
機
関
と
そ
こ
に
置
か
れ
た
役
職
（
旅
役
）
を
概
観
し
た
。
旅

役
の
な
か
に
は
「
御
扶
持
人
」
や
「
地
下
町
人
」
と
呼
ば
れ
る
地
元
住
民
の
存
在

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
代
領
の
「
御
扶
持
人
」
は
特
別
な
社
会
階
層
か

ら
雇
用
さ
れ
、
な
か
に
は
世
襲
化
す
る
者
も
い
た3

4

。
ま
た
、
地
下
町
人
も
多
く

は
世
襲
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
出
先
機
関
の
所
在
す
る
地
域
で
は
特
定
の
住
民
と
対

馬
藩
と
の
個
別
的
関
係
が
成
立
・
緊
密
化
し
、
地
域
社
会
に
影
響
を
与
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
「
御
扶
持
人
」
や
「
地
下
町
人
」
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
今
後
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

以
上
、
三
号
に
わ
た
っ
て
「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
の
紹
介
と
天
保
期
対

馬
藩
の
役
所
お
よ
び
役
職
を
概
観
し
て
き
た
。
今
回
の
史
料
紹
介
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
藩
政
機
構
の
全
体
像
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
対
馬
藩
の
基
礎
史
料
で
あ

る
「
毎
日
記
」
を
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
的
観
点
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
今
後

必
要
と
な
る
。
各
役
所
・
役
職
の
具
体
的
在
り
方
に
つ
い
て
は
、「
御
役
名
幷
諸
役

所
名
前
帳
」
と
諸
史
料
を
照
合
し
た
実
態
解
明
が
今
後
も
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
ま
た
、「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
役
職
の
な
か
に

鷹
師
や
絵
師
と
い
っ
た
「
家
業
人
」
の
多
く
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
な
ど3

5

、
藩
政

機
構
に
お
け
る
役
職
と
家
職
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。 

 

1 

拙
稿
「
天
保
期
に
お
け
る
対
馬
藩
府
中
の
役
所
と
役
職―

「
府
内
・
田
舎
・
旅

 

役
之
所
々
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
の
紹
介―

」（『
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究

セ
ン
タ
ー
所
報
』
一
、
二
〇
二
一
年
）。 

2 

拙
稿
「
天
保
期
対
馬
藩
に
お
け
る
八
郷
の
役
職―

「
府
内
・
田
舎
・
旅
役
之
所
々

御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
の
紹
介―

」（『
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー

所
報
』
二
、
二
〇
二
二
年
）。 

3 

渋
谷
葉
子
「
上
屋
敷
（
機
能
な
ど
）」（
松
尾
美
恵
子
・
藤
實
久
美
子
編
『
大
名

の
江
戸
暮
ら
し
辞
典
』
柊
風
舎
、
二
〇
二
一
年
）。 

4 

宗
家
は
安
政
三
年
頃
に
上
屋
敷
（
柳
原
）・
中
屋
敷
（
本
所
六
間
堀
元
矢
ノ
倉
）・

下
屋
敷
（
箕
輪
）
の
三
つ
の
江
戸
屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
（
前
掲
『
大
名
の
江

戸
暮
ら
し
辞
典
』）。 

5 

前
掲
「
天
保
期
に
お
け
る
対
馬
藩
府
中
の
役
所
と
役
職
」。 

6 

福
田
千
鶴
『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。 

7 

田
代
和
生
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
一
年
）。 

8 

前
掲
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』。 

9 

泉
澄
一
『
対
馬
藩
の
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）。 

1
0 

拙
稿
「
対
馬
宗
家
に
よ
る
朝
鮮
鷹
の
輸
送
と
献
上
」（『
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究

セ
ン
タ
ー
所
報
』
二
、
二
〇
二
二
年
）。 

1
1 

前
掲
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』。 

1
2 

「
御
倹
徳
」
と
は
家
老
の
古
川
図
書
を
中
心
に
天
明
八
年
か
ら
行
わ
れ
た
倹
約

仕
法
で
、
①
対
馬
の
農
業
振
興
、
②
朝
鮮
貿
易
の
一
手
藩
営
化
、
③
市
中
へ
の

殖
産
等
を
目
的
と
し
た
（
鶴
田
啓
「
寛
政
改
革
期
の
幕
府
・
対
馬
藩
関
係
」
田

中
健
夫
編『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』吉
川
弘
文
館
、一
九
八
七
年
）。 
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分
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
、
島
内
出
先
機
関
の
役
職 

次
に
、
島
内
の
出
先
機
関
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。 

 

１ 

佐
須
奈
関
所
・
鰐
浦
関
所 

 

一
五
頁
の
「
御
関
所
」
は
島
内
の
出
先
機
関
の
う
ち
佐
須
奈
関
所
と
鰐
浦
関
所

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。佐
須
奈
は
佐
護
郷
、鰐
浦
は
豊
崎
郷
に
所
在
す
る
村
で
、

朝
鮮
半
島
と
対
馬
を
行
き
来
す
る
船
や
人
を
監
視
す
る
た
め
の
関
所
が
置
か
れ
た
。

鰐
浦
は
佐
須
奈
よ
り
も
早
い
段
階
か
ら
関
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
湾
内
が

狭
く
、
時
期
に
よ
っ
て
は
入
港
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
寛
文
期
（
一
六

六
一
～
一
六
七
三
）
に
は
新
し
く
佐
須
奈
に
関
所
が
置
か
れ
た2

7

。
そ
れ
に
よ
り
、

朝
鮮
往
来
船
は
延
宝
五
年
以
降
、
三
～
八
月
は
佐
須
奈
、
九
～
翌
二
月
は
鰐
浦
と

い
う
よ
う
に
半
年
ご
と
に
関
所
を
使
い
分
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
関
所
と
し
て
機

能
し
な
い
期
間
に
は
「
御
関
所
跡
在
番
」
が
置
か
れ
、
一
時
的
に
避
難
し
て
き
た

船
な
ど
の
対
応
を
担
っ
た2

8

。
こ
の
よ
う
に
、
季
節
に
よ
っ
て
関
所
の
機
能
と
人

員
が
移
動
し
た
こ
と
か
ら
、同
史
料
で
は
佐
須
奈
と
鰐
浦
の
役
職
を
ま
と
め
て「
御

関
所
」
と
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

２ 

大
船
越 

 

大
船
越
は
与
良
郷
に
所
在
す
る
村
で
、
同
地
に
は
寛
文
期
の
開
削
工
事
で
開
か

れ
た
玄
界
灘
と
浅
茅
湾
を
結
ぶ
海
路
（
＝
瀬
戸
）
が
あ
る
。
瀬
戸
は
対
馬
西
岸
部

と
対
馬
府
中
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
と
日
本
本
土
を
結
ぶ
重
要
な
通
路
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
番
所
が
置
か
れ
て
往
来
船
の
管
理
を
行
っ
た2

9

。
こ
の
番
所
に
詰
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
が
「
御
番
所
在
番
」
で
、
府
中
か
ら
大
小
姓
格
の
人
物
が
派

遣
さ
れ
た
。
ま
た
、
在
郷
給
人
か
ら
は
「
大
船
越
在
番
助
役
」
が
任
命
さ
れ
て
在

番
の
補
佐
役
を
担
い3

0

、
そ
の
他
に
下
番
が
番
所
に
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

  

３ 

綱
浦
番
所 

 

綱
浦
番
所
は
仁
位
郷
小
綱
村
に
置
か
れ
た
番
所
で
あ
る
。
綱
浦
は
天
候
な
ど
に

よ
り
佐
須
奈
・
鰐
浦
へ
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
船
が
廻
送
す
る
（「
欠
乗

か
け
の
り

」）
港
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
同
番
所
は
往
来
船
の
監
視
や
船
改
め
な
ど
関
所
の
役
割
を
担

っ
て
い
た3

1

。「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
作
成
時
点
で
は
唯
一
の
役
職
だ
っ
た

「
御
番
所
在
番
」
が
欠
員
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り
に
仁
位
郷
の
在
郷
給
人

か
ら
「
綱
浦
御
番
所
見
か
じ
め
在
番
代
勤
」
が
置
か
れ
て
い
た3

2

。
ま
た
、
足
軽
・

百
姓
が
就
任
し
た
「
小
綱
村
御
番
所
定
番
」
の
存
在
も
確
認
で
き
る3

3

。 

 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
に
み
え
る
島
外
お
よ
び
島
内
に
所
在
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柴
山
卯
吉
」の
名
前
が
み
え
、天
保
期
に
お
い
て
も
同
家
が
家
代
を
勤
め
て
い
た
。 

  

７ 

浜
崎 

 

文
化
八
年
に
対
馬
で
の
国
書
の
交
換
（
易
地
聘
礼
）
を
成
功
さ
せ
た
対
馬
宗
家

は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
下
野
国
安
蘇

あ

そ

郡
・
同
国
都
賀

つ

が

郡
・
筑
前
国
怡
土

い

と

郡
・

肥
前
国
松
浦
郡
の
う
ち
二
万
石
を
加
増
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
筑
前
国
怡
土
郡
・

肥
前
国
松
浦
郡
の
支
配
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
松
浦
郡
浜
崎
に
「
御
役
場
」
が
置

か
れ
た
。
浜
崎
役
場
は
田
代
代
官
所
の
出
張
所
扱
い
と
な
り2

1

、
田
代―

浜
崎
間

で
は
頻
繁
に
役
人
の
行
き
来
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る2

2

。
ま
た
、「
紙
漉
之

御
主
法
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
対
馬
藩
が
浜
崎
で
の
紙
生
産
に
力
を
入
れ
て
い

る
様
子
を
う
か
が
え
る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）、
田
代
に
主
向
方
役
所
が
置
か

れ
て
か
ら
、
浜
崎
で
は
櫨
・
紙
・
砂
鉄
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が2

3

、
天
保

期
の
時
点
で
そ
の
素
地
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

  

８ 

勝
本
御
茶
屋 

 

対
馬
と
博
多
の
間
に
位
置
す
る
壱
岐
国
は
近
世
を
と
お
し
て
平
戸
藩
領
だ
っ
た
。

壱
岐
は
対
馬
宗
家
に
と
っ
て
参
勤
交
代
な
ど
当
主
の
移
動
に
際
し
て
必
ず
立
ち
寄

る
交
通
上
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
馬
藩
の
御
茶
屋
が
置
か
れ
た
。
勝
本

御
茶
屋
後
も
前
述
の
「
御
倹
徳
」
に
よ
っ
て
一
度
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
再
設
置
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
作
成
時
点
で
は
「
御
茶
屋
番
」

と
地
下
町
人
の
「
用
聞
」
が
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
一
六
頁
）。 

  

９ 

朝
鮮
（
倭
館
） 

 

倭
館
は
朝
鮮
国
釜
山
に
設
置
さ
れ
た
日
本
人
居
留
地
で
あ
る2

4

。
江
戸
時
代
に

入
っ
て
初
め
て
設
置
さ
れ
た
倭
館
は
釜
山
の
豆
毛
浦
に
あ
っ
た
が
、延
宝
六
年（
一

六
七
八
）
に
釜
山
の
草
梁
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
倭
館
は
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
に
外
務
省
に
接
収
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
、
同
地
に
存
在
し
続
け
、

日
朝
間
に
お
け
る
外
交
実
務
や
貿
易
の
場
と
し
て
機
能
し
た
。 

館
守
か
ら
横
目
ま
で
の
一
二
種
類
の
役
職
は
徒
士
格
以
上
の
者
が
就
任
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
就
任
で
き
る
家
格
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
一
代
官
や
薬
種
方
は
国
元
で
特
定
の
役
職
（
勘
定
奉
行
・

勘
定
手
代
な
ど
）に
就
い
て
い
た
者
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。ま
た
、

裁
判
は
朝
鮮
と
「
不
時
重
立
候
御
用
向
」
を
交
渉
す
る
た
め
に
臨
時
に
任
命
さ
れ

た
役
職
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
年
限
裁
判
」
は
朝
鮮
側
が
貿
易
代
金
と
し
て
支
払

う
米
（
公
作
米
）
に
関
す
る
交
渉
を
担
当
し
た
裁
判
を
指
す2

5

。 

 
一
五
頁
の
四
代
官
か
ら
代
官
方
走
り
番
の
一
五
種
類
の
役
職
は
徒
士
格
よ
り
も

格
下
の
者
か
ら
任
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
代
官
・
町
代
官
・
通
詞
な
ど
、

府
中
に
置
か
れ
た
町
役
と
同
じ
名
称
の
役
職
を
確
認
で
き2

6

、
こ
れ
ら
は
町
人
身
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て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
た
、
京
都
屋
敷
の
役
職
の
う
ち
、「
彰
順
院
様
御
附
役
々
」
の
存
在
は
注
目
さ

れ
る
。「
彰
順
院
」
と
は
、
一
一
代
・
宗
義よ

し

功か
つ

の
妻
で
、
公
家
の
大
炊
御
門

お
お
い
の
み
か
ど

家い
え

孝た
か

の

娘
で
あ
る
。
義
功
が
死
去
し
た
の
は
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
の
こ
と
で
、
そ

の
後
「
彰
順
院
」
は
江
戸
か
ら
京
都
へ
移
り
、「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
作
成

時
点
で
京
都
屋
敷
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
本
史
料
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

  

４ 

田
代
代
官
所 

 

田
代
領
は
肥
前
国
に
あ
っ
た
対
馬
藩
の
飛
地
で
、
同
国
の
養
父

や

ぶ

郡
と
基
肄

き

い

郡
か

ら
な
る
。
田
代
領
の
支
配
は
田
代
代
官
所
を
中
心
に
行
わ
れ
、
対
馬
か
ら
派
遣
さ

れ
た
役
人
や
田
代
の
領
民
が
代
官
所
の
業
務
に
従
事
し
た1

4
。
一
八
頁
の
田
代

役
・
田
代
佐
役
（「
同
佐
役
」）・
賄
役
の
三
人
が
対
馬
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
が
就
く

役
職
で
、
同
頁
の
「
手
代
役
」
以
下
に
は
田
代
領
民
（「
地
下
扶
持
人
」）
が
就
い

た
。
後
者
は
享
保
期
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
に
登
用
方
針
が
定
着
し
、
そ
の

後
次
第
に
世
襲
化
・
家
臣
化
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

1
5

。
ま
た
、「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
に
は
大
庄
屋
や
「
小
庄
屋
（
庄
屋
）」

と
い
っ
た
村
役
人
や
「
両
町
役1

6

」
と
い
っ
た
町
役
人
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
享
保
六
年
に
は
大
庄
屋
・
庄
屋
の
選
任
に
入
札
制
が
導

入
さ
れ
た
も
の
の
、
先
任
の
血
縁
者
が
選
ば
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る1

7

。 

  

５ 

博
多
蔵
屋
敷 

 

博
多
蔵
屋
敷
は
筑
前
国
博
多
に
置
か
れ
た
対
馬
藩
の
蔵
屋
敷
の
こ
と
で
あ
る
。

同
蔵
屋
敷
は
田
代―

博
多―

対
馬
間
に
お
け
る
物
資
輸
送
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
と

も
に
、
対
馬―

田
代
間
の
藩
士
往
復
の
拠
点
、
福
岡
藩
と
の
交
渉
窓
口
で
も
あ
っ

た1
8

。
前
述
の
と
お
り
、
博
多
蔵
屋
敷
は
寛
政
期
に
一
度
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
再
設
置
さ
れ
て
田
代
代
官
所
の
管
轄
と
な
っ
た1

9

。
再
設
置
後
の
「
博
多

役
」
は
欠
員
と
さ
れ
、「
地
下
之
扶
持
人
」
が
「
御
屋
敷
守
」
と
し
て
博
多
屋
敷
の

管
理
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
一
七
頁
）。 

  

６ 

長
崎
屋
敷 

 

長
崎
屋
敷
は
、
朝
鮮
漂
流
民
の
送
還
と
朝
鮮
へ
輸
出
す
る
唐
物
の
調
達
を
本
来

の
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
加
え
て
近
世
中
期
以
降
は
、
朝
鮮
産
・
対
馬

産
の
俵
物
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た2

0

。
は
じ
め
は
長
崎
本
紺
屋
町
に
置

か
れ
た
が
、
建
物
が
老
朽
化
し
手
狭
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
理
由
に
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
に
は
西
築
町
へ
移
転
し
た
。
こ
の
移
転
を
機
に
町
人
の
芝
山
家
が

「
永
代
家
代
」
を
保
証
さ
れ
た
。「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
に
は
「
地
下
町
人
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方6

）
に
勤
務
し
た
役
職
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

④
で
は
江
戸
詰
め
の
組
中
が
列
挙
さ
れ
る
。「
御
弓
之
者
」
や
「
御
持
筒
之
者
」

を
は
じ
め
と
し
た
計
一
一
種
類
が
示
さ
れ
る
が
、
基
準
は
不
明
で
あ
る
。 

  

２ 

大
坂
蔵
屋
敷 

 

大
坂
蔵
屋
敷
は
大
坂
に
置
か
れ
た
対
馬
藩
の
蔵
屋
敷
で
、
時
代
に
よ
っ
て
移
転

し
た
り
、
複
数
置
か
れ
た
り
し
た
が
、
天
保
八
年
の
時
点
で
は
天
満
十
一
丁
目
に

あ
っ
た7

。
近
世
中
期
ま
で
同
蔵
屋
敷
は
銅8

・
狐
皮
・
狸
皮9

な
ど
、
朝
鮮
へ
の
輸

出
品
調
達
の
拠
点
で
あ
り
、
朝
鮮
鷹
な
ど
の
輸
入
品
の
売
却
拠
点
で
も
あ
っ
た1

0

。

天
保
期
に
お
け
る
状
況
は
不
明
だ
が
、「
御
家
代
」
と
し
て
地
下
町
人
の
船
越
新
七

が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
同
人
を
と
お
し
て
何
ら
か
の
輸
出
入
品
の
や
り
と
り
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

  

３ 

京
都
屋
敷 

 

京
都
屋
敷
は
京
都
に
置
か
れ
た
対
馬
藩
の
屋
敷
で
、
近
世
中
期
ま
で
は
日
朝
貿

易
で
輸
入
さ
れ
た
白
糸
・
絹
織
物
の
集
荷
地
点
と
さ
れ
た
。
日
朝
貿
易
に
お
け
る

白
糸
・
絹
織
物
輸
入
は
、
生
糸
の
国
内
生
産
量
増
大
な
ど
を
理
由
に
減
少
し
、
寛

政
期
ま
で
に
は
途
絶
し
た
と
さ
れ
て
い
る1

1

。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
対
馬

藩
は
「
御
倹
徳1

2

」
の
た
め
に
大
坂
役
方
を
縮
小
す
る
と
と
も
に
京
都
屋
敷
・
博

多
蔵
屋
敷
・
勝
本
御
茶
屋
の
廃
止
を
幕
府
に
願
い
出
て
一
〇
年
間
の
廃
止
が
決
定

さ
れ
た
が1

3

、
京
都
屋
敷
が
対
象
と
さ
れ
た
の
は
日
朝
貿
易
の
衰
退
に
伴
う
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
対
馬
藩
が
白
糸
や
絹
織
物
な
ど
の
輸
入
品
を
渡
し
て

い
た
深
江
屋
は
「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
に
「
御
家
代
」
と
し
て
記
載
さ
れ

る
こ
と
か
ら
（
一
八
頁
）、
天
保
期
に
お
い
て
も
対
馬
藩
と
深
江
屋
の
関
係
が
続
い

（表一）江戸屋敷における役職・役所対照表

役職 家格 対応する役所（頁数）

家老職 ー ー

与頭 ー 届方（P21）カ*

大目付 ー 届方（P21）カ*

表用人 ー ー

留守居 ー 留守居方（P21）

勘定奉行 ー 勘定奉行所（P21）

筆頭 ー 表書札方（P22）

供頭 馬廻 寄附（P20）

使者番 馬廻 寄附（P20）

表小姓 大小姓・馬廻 寄附（P20）

新物掛 大小姓 ー

茶道掛 ー 茶道方（P21）

供目付 徒士 ー

供徒士 徒士 ー

使徒士 徒士 寄附（P20）

*与頭は大目付から兼勤。届方に与頭手代と大目付書手の存在を確認できる。
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【
史
料
紹
介
②
】 

天
保
期
に
お
け
る
対
馬
藩
の
旅
役 

―

「
府
内
・
田
舎
・
旅
役
之
所
々
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
の
紹
介―

 

丸
山 

大
輝 

 

創
刊
号1

と
二
号2

に
引
き
続
き
「
府
内
・
田
舎
・
旅
役
之
所
々
御
役
名
幷
諸
役

所
名
前
帳
」（
以
下
、「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
と
す
る
）
を
紹
介
す
る
。
本

稿
で
は
「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
の
内
容
の
う
ち
、
旅
役
の
部
分
を
解
説
・

翻
刻
す
る
。
旅
役
と
は
、
対
馬
府
中
以
外
に
所
在
す
る
藩
の
出
先
機
関
に
勤
め
る

役
職
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
最
初
に
対
馬
藩
の
出
先
機
関
を
対
馬
島
外
と

島
内
に
分
け
て
概
説
し
、
最
後
に
史
料
の
翻
刻
文
を
掲
載
す
る
。 

 

一
、
島
外
出
先
機
関
の
役
職 

 

ま
ず
は
、
対
馬
藩
の
出
先
機
関
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
天
保
期
（
一
八
三
〇

～
一
八
四
四
）
に
お
け
る
対
馬
藩
の
出
先
機
関
に
は
、
島
外
の
江
戸
・
大
坂
・
京

都
・
田
代
（
肥
前
国
）・
博
多
（
筑
前
国
）・
長
崎
・
浜
崎
（
肥
前
国
）・
勝
本
（
壱

岐
国
）・
朝
鮮
（
倭
館
）
と
島
内
の
「
御
関
所
」（
佐
須
奈
・
鰐
浦
）・
大
船
越
・
綱

浦
に
あ
っ
た
。
島
外
の
出
先
機
関
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
述
べ
る
。 

 

１ 

江
戸
屋
敷 

 

江
戸
屋
敷
は
一
般
的
に
大
名
が
在
府
中
に
居
住
す
る
た
め
の
屋
敷
で
、
大
名
の

妻
子
や
家
臣
も
住
ん
だ
ほ
か
、
江
戸
に
お
け
る
藩
の
役
所
も
置
か
れ
た3

。
対
馬
藩

の
場
合
も
江
戸
屋
敷
内
に
宗
家
の
家
族
が
居
住
す
る
空
間
と
藩
の
役
所
が
併
存
し

た4

。「
御
役
名
幷
諸
役
所
名
前
帳
」
に
は
、
江
戸
屋
敷
の
役
職
が
、
①
江
戸
屋
敷

に
お
け
る
中
心
的
役
割
を
持
つ
役
職
、
②
役
所
毎
の
役
職
、
③
「
御
前
様
・
若
御

前
様
御
附
役
々
」、
④
江
戸
詰
組
中
、
の
四
項
目
に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

①
は
「
御
家
老
」
か
ら
「
御
使
徒
士
」
ま
で
の
一
五
種
類
が
み
え
る
。
こ
れ
ら

の
役
職
と
管
轄
す
る
役
所
の
対
応
関
係
を
示
し
た
の
が
表
一
で
あ
る
。
国
元
の
役

職
・
役
所
対
応
表
と
比
較
す
る
と5

、
江
戸
屋
敷
で
は
中
核
と
な
る
役
職
が
担
当
役

所
を
持
つ
場
合
は
わ
ず
か
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
御
役
名
幷
諸
役
所
名

前
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
天
保
九
～
一
〇
年
の
段
階
で
は
、
別
の
役
職
と
の
「
兼
勤
」

だ
っ
た
り
、「
御
用
」
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
た
り
す
る
役
職
も
あ
っ
た
。 

 

②
に
は
江
戸
屋
敷
に
置
か
れ
た
役
所
毎
の
役
職
が
列
挙
さ
れ
る
。
役
所
毎
の
人

員
配
置
を
み
る
と
、「
奉
行
」
と
つ
く
役
職
は
勘
定
奉
行
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
ほ

ぼ
「
手
代
」・「
掛
」
ク
ラ
ス
の
役
職
だ
っ
た
。
①
と
あ
わ
せ
る
と
、
府
中
の
役
所
・

役
職
よ
り
も
江
戸
屋
敷
の
方
が
小
規
模
だ
っ
た
と
い
え
る
。 

 
③
は
「
御
前
様
（
藩
主
・
宗
義よ

し

章あ
や

の
妻
）」・「
若
御
前
様
」
付
の
役
人
で
あ
る
。

藩
主
の
妻
な
ど
宗
家
の
女
性
家
族
に
付
く
役
人
で
あ
る
こ
と
や
「
錠
口
番
」
の
存

在
か
ら
、
女
性
を
中
心
と
し
た
藩
主
家
族
が
日
常
を
過
ご
す
空
間
（
＝
奥
向
の
奥
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